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厚
木
基
地
周
辺
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
対
象
区
域

縮
小
に
反
対
す
る
意
見
書

厚
木
基
地
周
辺
自
治
体
は
、
同
基
地
等
に
起
因
す
る
航
空
機
騒
音
の

実
態
に
か
ん
が
み
、
か
ね
て
か
ら
同
基
地
周
辺
に
お
け
る
第
一
種
区
域
、

い
わ
ゆ
る
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
対
象
区
域
の
拡
大
を
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
る
五
月
三
十
日
に
防
衛
施
設
庁
横
浜
防
衛
施
設

局
か
ら
神
奈
川
県
及
び
厚
木
基
地
周
辺
各
市
に
対
し
、
航
空
機
騒
音
度

調
査
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
同
基
地
南
北
方
向
の
騒
音
区
域
が
拡
大
す

る
一
方
で
、
同
基
地
西
側
に
位
置
す
る
綾
瀬
市
、
海
老
名
市
及
び
本
市

そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
地
域
に
つ
い
て
は
縮
小
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
第
一
種
区
域
も
縮
小
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
航
空
機
騒
音
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
各
市
市
民
の
実
態
か
ら
し
て
も
、
大
変
遺
憾
で
あ
り
、

到
底
承
服
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
住
宅
防
音
工
事
の
助
成

対
象
区
域
を
縮
小
す
る
こ
と
な
く
、
維
持
も
し
く
は
拡
大
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

地
方
議
会
制
度
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

平
成
五
年
の
衆
参
両
議
院
に
お
け
る
地
方
分
権
推
進
決
議
以
降
、
地

方
分
権
一
括
法
の
施
行
や
市
町
村
合
併
に
伴
う
地
方
自
治
に
係
る
地
勢

図
の
変
化
な
ど
、
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
時
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
今
日
、
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
税
財

政
面
で
の
自
己
決
定
権
が
強
ま
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
議
会
の
執
行
機
関

に
対
す
る
監
視
機
能
を
強
化
し
、
み
ず
か
ら
住
民
の
た
め
の
政
策
を
発

信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
必
然
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
二
元
代
表
制
の
下
で
の
地
方
議
会
の
役
割
は
、
一

層
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
自
治
の
代
表
機
関
で

あ
る
議
会
の
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
そ
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
各
議
会
に
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
の

議
会
改
革
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

環
境
に
対
応
し
た
議
会
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
解
決
す

べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
課
題
が
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
現
行
の
地
方
自
治
法
が
制
定
後
六
十
年
経
過
し
、

「
議
会
と
首
長
と
の
関
係
」
等
に
か
か
わ
る
状
況
が
変
化
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
見
直
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
に
係
る
制
度

が
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
制
度
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
を
考
え
る
と
き
、
住
民
自
治

の
合
議
体
で
あ
る「
議
会
」が
自
主
性
・
自
律
性
を
発
揮
し
て
は
じ
め
て

「
地
方
自
治
の
本
旨
」
は
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
の
趨
勢
に
対

応
し
た
議
会
改
革
な
く
し
て
地
方
分
権
改
革
は
完
結
し
な
い
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
現
在
、
第
二
十
八
次
地
方
制
度
調
査

会
に
お
い
て
「
議
会
の
あ
り
方
」
を
審
議
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
、
活

発
な
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
方
議
会
制
度
の
規

制
緩
和
・
弾
力
化
は
も
と
よ
り
、
①
議
長
に
議
会
招
集
権
を
付
与
す
る

こ
と
②
委
員
会
に
も
議
案
提
出
権
を
認
め
る
こ
と
③
議
会
に
附
属
機
関

の
設
置
を
可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
、
地
方
議
会
の
権
能
強
化
及
び
そ
の

活
性
化
の
た
め
、抜
本
的
な
制
度
改
正
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書

地
方
六
団
体
は
、「
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
に
基
づ
く
政
府
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
昨
年
八
月
に
、
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
三
位
一
体
の

改
革
を
実
現
す
べ
く
、
地
方
六
団
体
の
総
意
と
し
て
、
そ
の
改
革
案
を

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
一
月
の
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」

の
政
府
・
与
党
合
意
の
税
源
移
譲
案
は
、
そ
の
移
譲
額
を
平
成
十
六
年

度
分
を
含
め
、
お
お
む
ね
三
兆
円
と
し
、
そ
の
約
八
割
を
明
示
し
た
も

の
の
、
残
り
の
約
二
割
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
中
に
検
討
を
行
い
、

結
論
を
得
る
と
し
、
多
く
の
課
題
が
先
送
り
を
さ
れ
、
真
の
地
方
分
権

改
革
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
の
衆
参
両
議
院
に
よ
る
地

方
分
権
推
進
に
関
す
る
全
会
一
致
の
国
会
決
議
を
は
じ
め
、
地
方
分
権

一
括
法
の
施
行
と
い
っ
た
国
民
の
意
思
を
改
め
て
確
認
し
、
真
の
「
三

位
一
体
の
改
革
」の
実
現
を
図
る
た
め
、残
さ
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
、

地
方
六
団
体
の
提
案
を
十
分
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
改
革
案
の
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一

地
方
六
団
体
の
改
革
案
を
踏
ま
え
た
お
お
む
ね
三
兆
円
規
模
の
税

源
移
譲
を
確
実
に
実
現
す
る
。

二

生
活
保
護
費
負
担
金
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
等
の
個
別
事

項
の
最
終
的
な
取
り
扱
い
は
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
お
い
て

協
議
・
決
定
す
る
と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率
の
引
き
下
げ
は
絶
対
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
。

三

政
府
の
改
革
案
は
、
地
方
六
団
体
の
改
革
案
の
一
部
し
か
実
現
さ

れ
て
お
ら
ず
、地
方
六
団
体
の
改
革
案
を
優
先
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

四

地
方
六
団
体
の
改
革
案
で
示
し
た
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年

度
ま
で
の
第
二
期
改
革
案
に
つ
い
て
政
府
の
方
針
を
早
期
に
明
示
す

る
こ
と
。

五

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
及
び

「
政
府
・
与
党
合
意
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
法
定
率
分
の
引
き
上
げ
を
含
み
地
方
交
付
税

総
額
を
確
実
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
財
源
保
障
機
能
、
財
源
調
整

機
能
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
。

真
の
地
方
分
権
改
革
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書

地
方
六
団
体
は
、「
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
に
基
づ
く
政
府
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
昨
年
八
月
に
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
三
位
一
体
の
改

革
を
実
現
す
べ
く
、
地
方
六
団
体
と
し
て
、
そ
の
改
革
案
を
小
泉
内
閣

総
理
大
臣
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
一
月
の
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て
」

の
政
府
・
与
党
合
意
の
税
源
移
譲
案
は
、
そ
の
移
譲
額
を
平
成
十
六
年

度
分
を
含
め
お
お
む
ね
三
兆
円
と
し
、
そ
の
約
八
割
を
明
示
し
た
も
の

の
残
り
の
約
二
割
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
中
に
検
討
を
行
い
結
論

を
得
る
と
し
、
多
く
の
課
題
が
先
送
り
さ
れ
、
真
の
地
方
分
権
改
革
と

は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
の
衆
・
参
両
院
に
よ
る
地

方
分
権
推
進
に
関
す
る
全
会
一
致
の
国
会
決
議
を
は
じ
め
、
地
方
分
権

一
括
法
の
施
行
と
い
っ
た
国
民
の
意
思
を
改
め
て
確
認
し
、
真
の
「
三

位
一
体
の
改
革
」の
実
現
を
図
る
た
め
、残
さ
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
、

地
方
六
団
体
及
び
関
係
団
体
の
意
向
を
十
分
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
改

革
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一

お
お
む
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
確
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

二

生
活
保
護
費
負
担
金
の
最
終
的
な
取
り
扱
い
は
「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
」
に
お
い
て
、
協
議
・
決
定
す
る
と
と
も
に
国
庫
負
担
率
の

引
き
下
げ
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

三

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」
及
び

「
政
府
・
与
党
合
意
」
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
法
定
率
分
の
引
き
上
げ
を
含
み
地
方
交
付
税

総
額
を
確
実
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
財
源
保
障
機
能
、
財
務
調
整

機
能
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
処
理
経
費
の
自
治
体

負
担
の
軽
減
を
強
く
求
め
る
意
見
書

平
成
七
年
に
施
行
さ
れ
、
同
十
二
年
に
完
全
施
行
さ
れ
た
容
器
包
装

に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
と
い
う
。）
に
は
、
施
行
後
十
年
を
経
過
し

た
段
階
で
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
中
央
環
境
審
議
会
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
会

及
び
産
業
構
造
審
議
会
環
境
部
会
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
小
委
員
会
に

お
い
て
、
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年

秋
ご
ろ
に
は
最
終
的
な
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
法
本
来
の
目
的
で
あ
る
容
器

包
装
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
が
十
分
機
能
し
て
お
ら
ず
、
特
に
再
商
品
化

の
工
程
の
中
で
最
も
費
用
負
担
の
大
き
い
分
別
収
集
・
選
別
・
保
管
を

市
町
村
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
各
市
町
村
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
の
処
理
量
は
、
平
成

十
三
年
度
五
百
六
十
四
ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
十
六
年
度
で
は
八

百
三
ト
ン
と
四
年
間
で
四
二
％
も
ふ
え
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
含

む
容
器
包
装
廃
棄
物
の
処
理
経
費
は
一
億
五
千
万
円
を
超
え
て
い
る
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
拡
大
生
産
者

責
任
の
原
則
に
基
づ
き
、
事
業
者
の
責
任
と
負
担
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
に
当
た

っ
て
は
、
改
修
費
用
や
選
別
・
保
管
費
用
に
つ
い
て
も
事
業
者
の
負
担

を
求
め
、
自
治
体
の
負
担
の
軽
減
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
案
」
に
関
す
る
意
見
書

現
在
、
国
会
で
は
「
障
害
者
自
立
支
援
法
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

同
法
案
で
は
、「
応
益
負
担
」
の
導
入
や
施
設
利
用
者
に
対
す
る
食
費
・

医
療
費
等
の
全
額
自
己
負
担
な
ど
、
介
護
保
険
と
同
様
の
方
向
で
負
担

制
度
が
大
き
く
変
更
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
低
所
得
者
に
対

す
る
軽
減
措
置
が
実
施
さ
れ
て
も
、
障
害
が
重
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
く

な
り
、
負
担
で
き
な
い
障
害
者
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
断
念
す
る
と
い
っ

た
問
題
が
心
配
さ
れ
、
結
果
的
に
親
・
家
族
の
負
担
を
ふ
や
し
、
障
害

者
の
自
立
へ
の
道
を
大
き
く
阻
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

ま
た
、
障
害
者
本
人
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
・
家
族
に
も
利
用
料
を
負
担
さ
せ
る
と
は
、
同
法
の
「
自
立
支
援
」

の
名
に
も
逆
行
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
障
害
者
が
社
会
の

一
員
と
し
て
普
通
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
努
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
ず
、
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
ど
う
し
て
も
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
を
「
益
」
と
す
る
こ
と
は
、
福
祉
の
理
念
そ
の
も
の
を

根
底
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
障
害
者
施
策
に

お
い
て
は
二
〇
〇
三
年
四
月
よ
り
「
支
援
費
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
対
策
だ
け
を
優
先
し
、
障
害

者
・
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
自
治
体
か
ら
の
不
安
や
疑
問
の
声
を
無

視
し
た
拙
速
な
制
度
改
定
自
体
こ
そ
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
制
度
の
移
行
期
間
が
一
年
も
な
い
中
で
、
し
か
も
年
度
途
中

で
も
見
直
し
が
地
方
自
治
体
に
お
い
て
大
き
な
混
乱
と
な
る
こ
と
は
必

須
で
あ
る
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
て
以
下
の
点
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

一

障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
対
す
る
「
応
益
負
担
」

制
度
の
導
入
は
再
検
討
す
る
こ
と
。

二

施
設
利
用
者
に
対
す
る
食
費
・
医
療
費
・
光
熱
水
費
・
個
室
利
用

料
の
全
額
自
己
負
担
は
再
検
討
す
る
こ
と
。

三

親
・
家
族
の
費
用
負
担
制
度
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
。

四

障
害
者
の
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地

方
自
治
体
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
と
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
予
算
増
額

と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

今
、
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
、
ゆ
た
か
な
人
間
関
係
の
中
で
教
育
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
で

あ
り
、こ
の
こ
と
は
保
護
者
・
地
域
住
民
・
教
職
員
共
通
の
願
い
で
す
。

意

見

書

（
五
面
に
続
く
）

第１３３号 （４）平成１７年８月１日


